
・10 月１日に開催をいたしました第３回開校準備委員会にて、『月形花の里学園』『月形樺戸学園』『つき

がた未来学園』の３案を校名の候補として決定し、11 月以降に月形小中学校の児童生徒による投票を行う

ことを決定していました。

・その後、地質調査結果を受けた杭工事費の増や人件費及び資材費高騰の影響による工事費の増に加えて、

当初の想定よりも補助金が減少する見込みとなったことにより、町として、将来控える他の事業なども含

めた財政面における検証が改めて必要であるとの判断がされました。

・校名の投票をはじめ、準備委員会における各種協議においても、町の方針が決定するまでは延期をさせ

ていただくこととなりました。

・この間、一部新聞報道により学校建設事業の凍結も報じられ、委員の皆様に

もご不安とご心配をおかけしたことについてお詫び申し上げます。

・教育委員会としましては、このまま２校を維持していく場合と義務教育学校

を整備した場合とを長期的な視点で比較すると、教育的効果はもちろんのこ

と、財政的な面においても、整備を進める方が有利であるという考えは変わっ

ていません。

・町の年間の一般会計予算額に匹敵するほどの事業費に増加をしている状況です。

・12 月 3 日の議会全員協議会にて、町長から、建設判断について一旦立ち止まり、再度精査をして判断

するという報告を行いました。12 月 19 日の総合教育会議においても、同様に説明のうえ了承を得たとこ

ろです。

・道教委への報告期限が２月に迫っており、１月末までに方針を決定したいと考えています。

・今後、20 年間、現在の校舎を使い続けた場合の推計を改めて作成し協議検討を進めているところです。

～ みんなで新 しい学 校 をつくろう！ ～

【発行日】令和７年１月３１日
月形町義務教育学校開校準備委員会

各委員からのご意見
私たち委員が、今回のことを新聞報道で初めて知るというのは、準備委員会がないがしろにされたよ

うな気持ちで残念です。今後、どのように進んでいくのかはわかりませんが、そこは考えてほしいです。

新しい学校を作るということで、非常にワクワクしながらこの会議に出ていました。学校を統合する
ことで削減できる経費やその他のメリットも加味して、将来の子どもたちにとって、よい環境を作って

もらいたいと思います。

建てるにしても、建てないにしてもメリット・デメリットがあると思うので、議会と行政で判断して
もらうしかないですが、10 年、20 年後の将来にとってどちらがよいか客観的に判断してもらいたいで
す。
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・決断が先送りになっていることについて、改めてお詫びを申し上げます。

・義務教育学校は子どもたちのためになくてはならないものだと思っています。

・全町民で方向性をしっかり確認しあっていきたいという思いです。

１月末にどのような決定が示されるかはわかりませんが、建設に向けて一歩を踏み出せればという希望的観
測をもって、２月に開校準備委員会を開催させていただきたいと思います。

学校が新しくなっても、今のままでも、子どもたちが安全に安心して生活できることが一番大事だと
思っています。地域あっての学校だと思うので、新しく学校を建てることによって、地域のことに対応
できなくなるとしたらどうなんだろうと思います。

最初のスケジュールから多少遅れてもよいのではないかと思います。焦って、進めなくてもよいのでは

ないかと思います。

建物を建てるということにこだわりすぎなくてもよいのではないでしょうか。新しい建物が建つとワ
クワクするし、うれしい気持ちにはなるんですが、新しい建物を建てる以外のことで教育を考えることも

できると思う。今の小学校に新しい義務教育学校を作るという方法もあるんじゃないかと思います。

学校の立場としては、義務教育学校が開校する時期が明確になってほしいです。それに向けて、私たち

小中学校が取り組んでいくということになりますので、そのことを早急に決めていただきたいと思いま
す。

今やらないと 20 年、25 年後にも無理なんじゃないかと思います。できる余力があるときにやったほ
うがよいのではないかと思います。人口減少や子どもが少なくなるというのは月形に限ったことではな

いので、人口流出を鈍化させる方法も同時進行で考えていってほしいです。

子どもたちから新しい学校を楽しみにしている声が聞こえないんです。本当はすごくいい事業だと思

いますが、子どもたちに熱量が伝わっていないというのが悲しい。もう少し子どもたちに夢を持たせるよ
うなものになればいいなと思います。

各委員からのご質問及び事務局による回答
Q 今の義務教育学校の計画を練り直して、もう少し規模を小さくする方法もあると思うんですが、その

場合、スケジュール的に間に合うのでしょうか。

A 仕上げ等の変更は十分可能かと思いますが、大きく面積を減らすことや、大きく間取りを変更すると

すれば、今のスケジュールで進むことは難しくなりますので、そうなれば、年単位での延期になるかと
思います。また、令和４年の義務教育学校設置審議会からの答申に基づき、できるだけコンパクトな建
物を作ることで当初からスタートし、その方針のもと現在まで進んでおります。特別教室は小中すべて

一つにしていますし、図書室と PC 教室を融合したり、教室のサイズも通常よりも小さいです。これ以
上縮小した場合には、教育効果も削いでしまうのではないかと思います。

Q 改修をしても、20 年後にはまた建て替えをしないといけないとありますが、今、財政的にできない
としたら、20 年後に建てられるのでしょうか。

A 今、物価高や賃金の上昇が続いていますので、工事費についても今の金額よりも相当上がるリスクは
あるのではないかと思います。今の財政状況で建てられないということであれば、相当難しいのではな
いかと考えています。

【問い合わせ先】月形町教育委員会学務係 TEL 0126-53-3443

http://www.town.tsukigata

.hokkaido.jp/4613.htm

今までの開校準備委員会だより
はこちらからご覧いただけます。

今までの総合教育会議の結果は

こちらからご覧いただけます。http://www.town.tsukigata.hokkaido.jp

/item/15451.htm#itemid15451
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